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し､ます.そこでは.処にしトで.L-'完全壊死が.処によIP-､て

不完全な壊死がみられる.小薬の髄板でチ髄鞘が融解 しき

軸索が保たれている所などは不完全な磯死厳と呼びたい

浴. こし})ユ･')な病変は LIHltrLllp(1Illin(,mrelillい1)TSis

の病変と共通性があります.また,不完全壊死巣で,原

発則澱像に似た変性を示 してし､そ,I)urkinjL､細榔 '1胞

体内をこ,演者御指摘のようにエオジン好性の変性産物あ

るいは封丸棒がみられますが,私は初めて見る所見です.

このような変性像を御経験の方はいちっし率いませんで

しょうか?小脳病変は血管支配との関係からみても珍 し

い分布です.稀有な,餐蚤な小脳病変のみられる症例を

御授示頂き,寮をこ有難うございました.

5) 大 脳 皮 質 夢二広 範 な 海 綿状態を認めた1剖検例
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症例:死亡時30才,男性.飲酒歴は日本酒11日3含.
1988午1(汗】26卜7再L;L前1)1EI)かt､,曲痛,発熱が侶現

MRⅠ,髄液検査では巣常は認められなかったが,痩轡
塵積状態に移行 した.単純-ルペス脳炎が疑われ治療き

れ しか.症状は改善されず,lltHL)‖ハ MRl.'rご強

調像では太脳皮質全体が高信号となった書1摘 i竣E3血清

十 卜りrL7J､が 182mEq/dl王立i)不整脈眉 IF.札 翌卜1に

は 卜19TIII･:叶dlCこ補正された.llfj16fl死亡.経過中肝

酵素,単純ヘルペスウ木ルス抗体価の上昇は認められな

か-､た.

剖検所見:N3射88).肝蟻は 2250gで広範な脂肪変

性を認めた,脳は i530gで魔尭 し両側約-ルニアを認

めた.組織学的にした入隅皮質.特にm層より深部し')海綿

状態が前頭寮から後頭妾に至るまで広範をこ認められた

が多数ILJ人工'潮 もFig.'2~).]'八S陽性校内封 入体をrf-i守

るもLl一も (Fig.:‡1認入F)iL,J豆二.同様('7変化は前障,

扇横様とごく軽度ながら尾状核,視床にも認められたが,

被寮をこぼ認められなかった.電顧下では,神経細胞は良

く保たれていたが,星状済細胞とその突起は著 しく藤漉

し 嚢艇内および横内に糖原願粒をいれていた 膵竜野｡

紘 大脳白質では細胞反応のみられない斑状の髄鞘崩壊

像が太娘回良質をこ多発性に認められた.電顕では,同部

ハ髄鞘Lftljこ柾に でヽSirulLlrdisrul)tioTlを示 していた

(Ttlig.51.中枢神経系に,17IJLス性脳炎等L･り::糾廿t:.変

化は認められなかった.

考察二審例の太脳皮質の海綿状腰は,星状謬細胞とそ

の嚢艇の鷹太によるものであることが示された.この原

因は肝原性と考えた.太脳回良質の髄鞘崩壊は,末期の

魔桝田甘酢 こr乱適 した し}Xtl･'lPOnti‖(､mlで1inolysisLL二

考;～-!∴ こLl川iil変(T)初期変旧 主 髄鞘L71＼･LISieuhrdi-針

rut)tioTlである二]-.が初入Jlて示さ畑し
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